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 調査の概要 
 
1 消費動向調査の概要 
 消費動向調査は消費動向を迅速かつ的確に把握して、景気判断の基礎資料にするととも

に、国民生活政策、経済見通し等の策定に資するため、全国世帯（外国人・学生・施設等

入居世帯を除く）を対象に消費者の意識、物価の見通し、サービス等の支出予定、主要耐

久消費財等の保有・買替え状況を調査するものであり、「消費者マインド」を調査するもの

としては、公的統計では唯一のものである。また、景気動向指数（ＣＩ）の先行指数構成

要素として採用されるなど、景気動向把握の基礎資料としても活用されている。 
 
2 本調査研究の目的 
 消費動向調査は平成 25 年度調査から、訪問留置調査法にかわり、郵送調査法で実施して
いるところである。しかしながら、平成 26 年度を始期とする公的統計の整備に関する基本
的な計画（第Ⅱ期公的統計基本計画）において、「統計調査実施の企画に際しては、オンラ

イン調査の導入を検討することを原則とする」とされていることから、消費動向調査につ

いても、オンライン調査導入について検討を行うものである。 
本調査研究は、同一の母集団から抽出した同質の世帯群における郵送調査とオンライン

調査における回答の違い（レベル、変化の方向及び変化の幅）や回答世帯の属性等を比較

検証することを目的としている。 
調査の設計、結果の分析について有識者 3 名による「消費動向調査の調査方法の改善に
関する調査研究会」を開催し、検討を行った。 

 
² 研究会委員 
土屋隆裕 統計数理研究所 データ科学研究系 准教授  

    総合研究大学院大学統計科学専攻 准教授 
 
星野崇宏 東京大学  大学院教育学研究科 教育学部 准教授  

名古屋大学 大学院経済学研究科 経済学部 准教授 
 
村上あかね 桃山学院大学 社会学部 准教授 

 
² 研究会各回での主な議論 
第 1回：調査対象の選定方法、2群の割り付け方法、調査票の体裁 
第 2回：12月調査までの結果分析、2月最終アンケート内容 
第 3回：2月調査までの結果分析、2月最終アンケート分析 
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3 調査方法 
 調査の方法は、郵送調査法及びオンライン調査によるものとする。 
 
4 調査の規模 

(1) 調査客体総数 
2,000 世帯（標本世帯数） 
調査方法別に群を形成し、それぞれに世帯を割り振る。各調査群は、いずれも同質 
のモニターにより形成する。 
＜内訳＞ 

  郵送調査群 1,000 世帯（※6か月目の 2月調査はオンライン調査） 
オンライン調査群※1,000 世帯（※1 か月目の 9月調査は郵送調査） 

(2) 調査期間 
6か月間（調査は 2014年 9月～2015年 2月の月 1回）継続調査とし、同一世帯に
6か月連続で回答してもらった。 
各月の回収締め切り日まで回答がなかったモニターは脱落とし、次月調査の対象者

から除外した。 
 
5 調査時期および調査時点 
 9月調査から 1月調査までは、毎月 1回、15 日を調査基準日として調査世帯に回答して
もらい、いずれの調査群も、概ね 10 日から 25 日までの期間に調査票を回収した。 

2月調査については、最終アンケート調査とともに実施し、調査基準日を設定せず、2月
6日から 12日までの期間に調査票を回収した。 
 
6 調査事項 
ü 消費者の意識（毎月） 
ü 物価の見通し（毎月） 
ü 世帯の状況（毎月、ただし変更がない月は記入は不要） 
 
7 脱落者アンケート 
 2 月調査と並行し、別途、10 月調査から 1 月調査までの期間中に回答がなく脱落したモ
ニター（オンライン調査群、郵送調査群いずれも）に対し、調査継続意向や脱落理由を問

うアンケートをオンライン調査で実施した。 
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8 調査票の体裁 
 
オンライン調査群と郵送調査群の回答比較に用いる Q1～Q6 のオンライン調査画面の体
裁について、紙調査票の体裁に可能な限り近づけるべきか、スマートフォンなど画面の小

さい端末でも見やすいように選択肢を縦に配置するなど紙調査票とは違った体裁にすべき

か、第 1回研究会で議論した。 
土屋委員からの提案で、9月調査ではすべてのモニターが郵送調査で回答しており、紙調
査票を目にしていることから、次月以降もその体裁をオンライン調査画面に引き継ぐこと

が望ましいとの意見があった。 
この提案を受け、オンライン調査画面と郵送調査票の設問や選択肢の配置等のデザイン

（刺激）を、可能な限り近づけた。 
なお、それぞれの調査票は、内閣府が毎月実施する本調査の調査票と同じデザインを踏

襲し、一部改変した。 
 
l 紙調査票は A4 版 1 頁となっており、調査対象者は 1 頁にⅠ、Ⅱの全質問を見るよう
になっている。オンライン調査画面でも、極力一画面内での刺激が変わらないように

する。 
l 紙調査票はモノクロ印刷である。オンライン調査画面のデザインもモノクロで統一し、

灰色網掛け部分も印刷された紙調査票と似たような濃度になるよう調整する。 
l 質問文は、紙調査票「1つ選び、番号に◯印をつけてください」に対し、オンライン調
査画面は「1つ選んでください」とする。 

l 5 段階の尺度の設問は、オンライン調査画面でも 1，2，3，4，5 の数字を明示的に表
示し、数字提示による刺激を紙調査票と同一にする。 

l 調査票の設問文や選択肢の文言の強調箇所（太字部分、文字サイズ、下線部分）、設問

文中の改行位置は、紙調査票とオンライン調査画面で同一の箇所とする。 
l なお、内閣府が毎月実施する本調査の調査票に変更を加えた箇所は、以下のとおり。（紙

調査票とオンライン調査とでは同一であり、この両者の比較において差はない。） 
Ø Q5の選択肢に、「持っていない」を追加した。 
Ø Q3及び Q6の説明文を一部追加した。 
Ø 世帯の状況の選択肢について、調査票の記入日時（紙調査票のみ）、記入者が世帯

主かどうか、世帯主の就業状況に正規雇用か非正規雇用かの選択欄を追加し、一

部の選択肢を削除・統合した。 
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実際の調査で利用した Q1~Q6の体裁（レイアウト）は次の通り。 
＜紙調査票＞ 

 
  

7 
 



 
 

＜オンライン調査画面＞ 

 

※調査票質問番号は、本調査に合わせて郵送調査票およびオンライン調査画面い

ずれもⅠ(1)～(5)、Ⅱと記載している。本報告書内ではこれをQ1～Q6と表記する。 
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	(エ) Q4耐久消費財の買い時の質問では、9月調査の時点で「悪くなる」のスコアが、オンライン調査群が5.7%、郵送調査群が7.4%で郵送調査群が1.7ポイント高い。それ以降も10月～2月まで継続して「悪くなる」のスコアは郵送調査群がやや高いまま推移しており、2月調査では有意差がでた。
	(オ) Q5資産価値の質問では、9月調査の時点で「持っていない」のスコアが、オンライン調査群が17.7%、郵送調査群が15.3%と、オンライン調査群が2.4ポイント高い。それ以降、差は徐々に縮まり、1月には逆転し郵送調査群が0.6ポイント高くなり、2月には差が1.8ポイントに広がった。全調査月の選択肢で有意差はでなかった。
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	(オ) 「資産価値」の指標では、10月調査の時点で、PCが45.7、モバイルが47.4で、モバイルが1.7ポイント高い。11月には同じスコアとなるが、12月、1月はモバイルが1～2ポイント高く、2月にはPCが2ポイント高い。
	(カ) 消費者態度指数では、10月調査の時点で、PCが42.9、モバイルが44.8で、モバイルが1.9ポイント高い。11月と12月ではほぼ同じスコアだが、1月はモバイルが2ポイント程度高く、2月にはPCが0.8ポイント高い。
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	(ア) 「暮らし向き」の指標では、10月調査の時点で、30秒未満が48.9、30秒以上が40.4となり、30秒未満が8.5ポイント高い。それ以降も継続して2月まで30秒未満が3～5ポイント高く、有意差がでているが、その差は縮まっている。一方、オンライン調査群の30秒以上と郵送調査群では、10月～2月調査まで継続して1ポイント未満の差で交差しながら推移している。
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	(カ) 消費者態度指数は10月調査の時点で、30秒未満が48.1、30秒以上が41.7で、30秒未満が6.4ポイント高い。それ以降も継続して2月まで30秒未満が3～4ポイント高く、有意差がでているが、その差は縮まっている。オンライン調査群の30秒以上と郵送調査群では、10月～2月調査まで継続して1ポイント以下の差で交差しながら推移している。
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	(ア) Q1暮らし向きの質問について、30秒未満と30秒以上のスコアを比較すると、30秒未満は10月調査時点で「変わらない」が30秒以上よりも7.9ポイント高く、「やや悪くなる」は12.7ポイント低い。それ以降、11月～2月まで継続して「変わらない」が10ポイント前後高く、「やや悪くなる」は10～15ポイント程度低い。オンライン調査群の30秒以上と郵送調査群のスコアを比較すると、一貫して郵送調査群の方が「変わらない」が高い。
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	(オ) Q5資産価値の質問では、10月調査時点で、「変わらない」が16.3ポイントの差で、30秒未満が高い。それに対し「やや減る」は13ポイント、30秒以上が高い。それ以降、11月～2月まで継続して「変わらない」は30秒未満が10ポイント程度高い。11月～1月では、「やや増える」の30秒以上が5～9ポイント程度高い。オンライン調査群の30秒以上と郵送調査群のスコアを比較すると、一貫して郵送調査群の方が「変わらない」が高い。
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